
中
野
操
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
か
ら
早
く
も
二
年
を
経
た
。
先
生
が
名
著
『
皇
国
医
事
大
年
表
』
を
著
さ
れ
た
の
は
昭
和
十
七

年
、
先
生
四
十
五
歳
の
時
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
先
生
の
学
者
と
し
て
の
息
の
長
さ
と
、
そ
の
倦
む
と
こ
ろ
の
無
か
っ
た
究
学
の
御
生
涯
に

尊
敬
と
と
も
に
驚
嘆
の
念
を
深
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
生
よ
り
三
十
年
余
り
若
輩
の
私
に
と
っ
て
、
先
生
は
ま
ず
怖
い
先
生
で
あ
り
、
つ
い

で
は
頼
り
甲
斐
の
あ
る
大
先
輩
で
あ
っ
た
が
、
甘
え
ら
れ
る
先
輩
と
い
う
ふ
う
に
は
遂
に
な
ら
な
か
っ
た
。
元
来
小
心
者
の
私
は
、
憧
慢
の
念

を
持
ち
つ
つ
も
、
気
易
く
お
話
し
を
う
か
が
う
勇
気
が
無
く
、
従
っ
て
具
体
的
な
個
人
的
つ
な
が
り
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い
う
ち
に
永

久
の
別
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
残
念
で
な
ら
な
い
。

先
生
は
明
治
三
十
年
に
京
都
に
お
生
ま
れ
に
な
ら
れ
た
が
、
永
く
大
阪
に
お
住
桑
に
な
り
、
市
井
の
開
業
医
と
し
て
生
涯
を
送
ら
れ
た
。

っ
た
し
、
元
治
甲
子
の
晩
春
は
同
年
二
月
以
後
の
僅
か
な
間
の
出
来
事
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
結
果
と
も
な
っ
て
興
味
深
く
、
『
医
学
選
粋
』

第
八
号
の
本
間
玄
調
書
、
医
道
訓
の
記
録
に
ま
で
発
展
す
る
に
至
っ
た
。
因
朶
に
こ
れ
を
私
の
原
著
（
『
人
文
研
究
』
第
十
号
一
’
五
三
頁
、

一
九
七
九
年
）
の
写
真
か
ら
再
録
す
る
と
図
１
１
３
の
如
く
で
あ
る
。
要
す
る
に
中
野
先
生
は
優
れ
た
稀
に
見
る
医
人
で
あ
り
、
私
共
若
輩
を

鋭
い
感
覚
と
弛
桑
な
き
実
践
窮
行
に
よ
っ
て
教
導
せ
ら
れ
た
大
恩
人
で
あ
る
と
同
時
に
偉
大
な
る
不
滅
の
功
労
者
で
あ
っ
た
。

謹
ん
で
先
生
の
功
績
を
追
憶
し
、
合
掌
し
て
御
冥
福
と
、
生
涯
苦
楽
を
共
に
さ
れ
た
御
夫
人
は
じ
め
御
遺
族
皆
様
方
の
御
健
祥
を
祈
る
。

（
一
九
八
七
・
十
一
・
十
・
稿
、
文
献
省
略
）

（
大
阪
府
高
槻
市
）

市
井
の
学
医
中
野
操
先
生

大
塚
恭
男
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「
大
阪
に
住
ん
で
半
世
紀
以
上
、
生
を
受
け
た
京
都
以
上
に
愛
着
を
感
じ
る
大
阪
で
：
…
・
」
と
は
、
御
著
書
『
大
坂
名
医
伝
』
の
「
あ
と
が
き
」

に
先
生
御
自
身
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
書
は
『
大
坂
医
学
風
土
記
』
、
『
大
坂
蘭
学
史
話
』
と
な
ら
ぶ
先
生
の
大
阪
医
学
史
三
部

作
の
一
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
御
著
作
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
も
の
は
、
大
阪
と
い
う
町
と
そ
こ
に
住
む
町
人
、
と
り
わ
け
医
師
に
対
す

る
限
り
な
い
愛
情
で
あ
ろ
う
。
先
生
の
い
ま
一
つ
の
大
阪
関
係
の
異
色
の
御
著
書
『
大
坂
医
師
番
付
集
成
』
も
、
町
人
の
町
大
阪
に
生
き
る
市

井
の
学
医
を
以
て
任
ず
る
先
生
な
ら
で
は
の
御
作
と
思
う
。

先
生
の
御
著
作
の
中
で
の
異
色
は
『
錦
絵
医
学
民
俗
志
』
で
あ
ろ
う
。
先
生
が
大
正
末
年
頃
よ
り
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
か
か
つ
て
集
め
ら
れ

た
医
事
関
係
の
貴
重
な
錦
絵
の
一
大
集
成
で
あ
り
、
肌
で
感
じ
る
生
き
た
医
学
史
の
資
料
と
し
て
、
そ
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

雨
に
濡
れ
た
御
葬
儀
の
日
を
思
い
、
先
生
の
あ
り
し
日
の
温
顔
を
偲
び
つ
つ
。

中
野
先
生
が
逝
か
れ
て
か
ら
、
は
や
こ
年
の
歳
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
遠
い
地
に
住
む
た
め
先
生
に
お
目
に
か
か
れ
る
の
は
、
一
年

に
多
く
て
数
回
と
数
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
が
、
お
会
い
す
れ
ば
、
い
つ
も
温
顔
で
迎
え
ら
れ
、
問
え
ば
何
で
も
答
え
て
貰
え
る
頼
り
あ
る
存

在
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
博
識
に
驚
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
と
が
医
史
学
会
に
及
ぶ
と
、
理
事
な
ら
び
に
関
西
支
部
の
支
部
長
と
し
て
、
と
き
に
は
辛
言
を
戴
き
、
恐
縮
す
る
こ
と
が
多
か

昭
和
六
十
三
年
二
月

中
野
操
先
生
を
偲
ん
で

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

酒
井
シ

ヅ
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